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上
代
に
お
け
る
拗
音
の
仮
名
に
つ
い
て

本
稿
は
奈
良
時
代
中
期
成
立
の
悌
足
石
歌
碑
歌
中
に
見
ら
れ
る
｢
舎
｣
の
用
字
を

中
心
に
据
ゑ
､
そ
れ
が
拗
音
仮
名
(
仮
称
｡
そ
の
昔
価
が
拗
音
で
あ
る
仮
名
)

であ

る
こ
と
を
論
証
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
考
究
.
の
為
に
､
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』

と

『
類
衆
古
集
』
中
の
拗
音
仮
名
用
例
､
及
び
『
類
宋
名
義
抄
』
中
の
拗
音
仮
名
に

近
い
例
を
取
り
上
げ
た
｡
ま
た
上
代
の
サ
行
の
音
価
に
つ
い
て
も
考
究
し
､
常
用
の

サ
音
音
節
以
外
に
拗
音
仮
名
｢
舎
｣
が
存
在
し
得
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
｡一
案
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
の
例

か
つ
て
私
は
｢
真
福
寺
本
遊
仙
窟
傍
訓
仮
名
字
形
表
｣

【
資
料
二
の
一
部
と

して

｢
ク
ヮ
(
火
)
｣
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
｡
単
に
表
の
一
部
と
し
て
示
し
た

も
の
に
過
ぎ
な
い
が
､
こ
の

｢
火
｣
例
は
､
｢
拗
音
仮
名
｣
の
名
称
で
認
識
し
て

も
よ
い
も
の
で
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
｡
｢
拗
音
仮
名
｣
と
は
術
語
と
し
て
未
だ
な

い
用
語
で
あ
る
が
､
そ
の
仮
名
の
表
は
す
音
価
が
直
音
で
は
な
く
所
謂
拗
音
で
あ

る
も
の
を
さ
す
語
と
し
た
い
｡
拗
音
仮
名
の
資
料
と
も
な
る
の
で
､
以
下
一
々
の

例
の
所
在
だ
け
で
は
な
く
､
そ
れ
ぞ
れ
を
列
挙
例
示
し
な
が
ら
考
へ
て
行
き
た
い
｡

贋

同

義

隆

(
△
印
は
舷
側
を
ホ
す
亡
)

【
資
料
一
】
真
福
寺
本
遊
仙
窟
傍
訓
仮
名
字
形
表
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【
資
料
二
】
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
｢
拗
音
仮
名
｣
の
例

′
′
′
=

-
.
7
･
-
-
し

蜜.却都祁華麗承
+

真
椙
寺
本
｢
避
仙
琵
-
九
丁
義
一
行
至大･身辞再三裏申

豪
賓
ん
各
部
戯
垂

者
推
誘

ナ
ア
ハ

ナヽ】丁

半
華
声
摩
n
絹
拍
…
㍍
M
U

こ
の
【
資
料
二
】
の
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』
の
例
は
所
謂
文
選
訓
み
の
箇
所
で
､

那
然
と
ア
キ
ラ
カ
ニ
シ
(
｢
と
｣
は
乎
古
止
点
に
よ
る
)

と
訓
め
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
が
｢
劃
｣
字
の
字
音
を
示
す
も
の
で
あ
り
､
｢
劃
｣

字は

『
韻
鏡
』
に
照
ら
し
て
も
(
外
転
第
三
十
六
合
､
喉
音
入
声
二
等
､
賓
韻
)

現
在
の
字
音
で
も
合
拗
音
で
あ
り
､
傍
訓
仮
名
｢
火
｣
が
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』

に
お
い
て
も
又
他
の
『
遊
仙
窟
』
例
か
ら
見
て
も
孤
例
な
が
ら
､
[
k
w
a
]

の合

拗
音
の
音
価
を
現
は
す
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
云
へ
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は

又
｢
劃
｣
の
傍
訓
｢
火
ク
｣
こ
そ
孤
例
で
は
あ
る
が
､
同
じ
箇
所
が
他
本
で
は
､

｢
ク
ワ
ク
｣
(
醍
醐
寺
本
･
神
宮
文
庫
本
･
成
筆
堂
本
･
成
葺
堂
別
本
･
慶
大
有

注
本
･
版
本
頭
書
園
董
遊
仙
窟
紗
)

｢
ク
ワ
ケ
｣
(
松
平
文
庫
本
)
と
な
つ
て
ゐ
る

こ
と
か
ら
も
強
く
是
認
出
来
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
陽
明
文
庫
本
･
戸
川
本
等

の
無
訓
の
も
の
は
別
と
し
て
､
訓
の
附
さ
れ
て
ゐ
る
例
は
上
に
挙
げ
た
や
う
な
合

拗
音
系
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
拗
音
仮
名
｢
火
｣
は
認
め
て
よ
い
も
の
と
云

へ
る
｡
さ
て
､
こ
の
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』

の
書
写
年
代
は
､
そ
の
識
語

(文和

二
年
九
月
廿
四
日
於
加
州
能
美
郡
板
津
庄
今
添
中
嶋
大
日
寺
学
所
書
寓
畢
)

によ

っ
て
､
文
和
二
年
(
一
三
五
三
)
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
､
｢
火
ク
｣
の
表
記
は

そ
れ
以
前
の
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
時
期
の
も
の
と
推
定
出
来
る
の
で
あ
る
｡

二

万
葉
舌
寓
本
に
お
け
る
例

この

｢
拗
音
仮
名
｣
と
云
へ
る
例
は
､
万
葉
の
古
希
本
に
お
い
て
も
指
摘
出
来

る
｡
そ
れ
は
次
の
『
類
宋
古
集
』
の
例
で
あ
る
｡

【
資
料
三
】
『
類
宋
古
集
』
に
お
け
る
｢
拗
音
仮
名
｣

の例

や一箪も骨{棄

軋
埠
､
晴
五
割
†
巴

十
逼
官
一
ふ
畏
萌
ぇ
哲
官
等
文

殊ふ′も･蜃了叔吼千

火
★
り
十
7
ま
イ
}
J
r
ノ
い
､
､
号
り
ぐ
､
き
れ

そ
7
つ
さ
∵
ユ
ー
ヤ
ヰ
4
7
つ
上
そ
ノ
レ

『
万
葉
集
』
巻
十
五
･
三
七
五
四
番
歌

『
頬
衆
古
集
』
第
二
(
臨
川
複
製
本
一
一
八
貫
〉

この

『
万
葉
集
』
巻
十
五
･
三
七
五
四
番
歌
頭
句
の
｢
過
所
｣
は
所
謂
通
行
手
形

の
意
の
漢
語
で
､
万
葉
集
中
に
お
い
て
儒
教
色
の
な
い
漢
語
の
数
少
な
い
例
の
一

つ
で
あ
る
｡
こ
の
漢
語
｢
過
所
｣

の
訓
と
し
て
『
類
宋
古
集
』
の
｢
火
そ
｣
が
あ



贋岡義隆 上代における拗音の仮名について

る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
､
武
田
祐
舌
氏
は

『
高
菜
集
仝
註
釈
』

で

｢
訓
は
類
衆
古
集

に
は
｢
火
せ
｣
と
あ
る
の
は
､
ク
ワ
セ
で
あ
る
｣
と
指
摘
し
､
同
書
増
訂
版
で
｢
火

そ｣

ク
ワ
ソ
と
訂
正
す
る
が
､
こ
の
｢
火
｣
字
に
つ
い
て
合
拗
音
仮
名
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
書
と
し
て
注
目
し
た
い
｡
こ
の
武
田
氏
の
指
摘
は
､
西
本
願
寺
本

･
温
故
堂
本
･
大
矢
本
の
万
葉
集
の
左
傍
訓
｢
ク
ヮ
セ
｣
を
証
左
と
し
て
承
認
出

来
る
も
の
で
あ
る
｡
京
大
本
の
左
傍
訓
は
｢
タ
ワ
セ
｣
と
な
つ
て
を
り
､
こ
れ
は

｢
ク
ワ
セ
｣
の
一
つ
の
変
容
の
姿
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
た
だ
し
､
以
上

の
本
も
他
の
本
も
『
類
衆
古
集
』
以
外
は
そ
の
主
訓
は
｢
ヒ
マ
ナ
シ
ニ
｣
と
な
つ

て
を
り
､
そ
の
青
色
訓
に
よ
り
仙
覚
新
点
と
認
定
出
来
る
も
の
で
あ
る
(
以
上
『
校

本
高
菜
集
』
参
照
)
｡
即
ち
こ
こ
は
古
点
乃
至
は
次
点
が
｢
火
そ

(
ク
ワ
ソ
ー
ク

ワ
セ
)
｣
で
あ
り
､
仙
覚
法
師
に
よ
る
改
訓
が
｢
ヒ
マ
ナ
シ
ニ
｣

で
あ
つ
た
と
云

へ
る
｡
さ
う
し
て
そ
の
古
訓
｢
火
そ
｣

の
｢
火
｣
は
新
点
本
系
四
本
の
左
傍
訓
か

ら
､
明
ら
か
に
拗
音
の
音
価
を
現
は
す
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
の
で
あ
る
｡
こ
の

『
類
衆
古
集
』
は
藤
原
敦
隆
の
撰
に
な
る
も
の
で
あ

り
､
こ
れ
は
そ
の
没
年
(
保
安
元
年
､
一
一
二
〇
)
以
前
の
記
録
と
認
定
で
き
る
｡

三

観
智
院
本
『
類
署
名
義
抄
』
に
お
け
る
｢
拗
音
仮
名
｣
の
例

こ
れ
ま
で
の
例
は
断
片
的
な
個
々
の
例
で
あ
つ
た
が
､
こ
こ
に
平
安
朝
の
漢
和

辞
書
の
一
つ
観
智
院
本
『
類
家
名
義
抄
』
に
お
け
る
例
を
示
さ
う
｡
何
も
観
智
院

本
に
拘
る
も
の
で
は
な
い
が
､
完
備
し
た
書
で
従
っ
て
用
例
も
多
い
こ
と
､
正
宗

敦
夫
氏
に
よ
る
詳
細
な
索
引
が
あ
り
用
例
検
索
の
便
に
適
し
て
ゐ
る
こ
と
の
二
点

に
よ
り
､
観
智
院
本
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
こ
に
挙
げ
る
用
例
の
傾
向
は
他

の

『
類
衆
名
義
抄
』
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

【
資
料
四
の
二
(
以
下
､
所
謂
異
体
字
の
類
で
､
通
行
字
体
に
置
き
換
へ
た

も
の
が
あ
る
｡
)

化

…
…
上
略
…
…
禾
(
=
和
音
)

街

……上略……禾甥

喧

……上略……昔甥

敢硯嘗期券開穴緩掩蹴踊粍棺持寄

…
…
上
略
…
…
禾
化
ン

……上略……甥……上略……禾甥

…
…
上
略
…
…
化
勅
マ
リ

化ル

(
法
上
八
三
8
)

…
…
上
略
…
…
化
勅

…
…
上
略
…
…
禾
化
打

…
…
上
略
…
…
禾
化
打

…
…
上
略
…
…
禾
化
割

…
…
上
略
…
…
禾
化
打

……上略……末男……上略……禾甥
化ン

(
僧
中
二
七
1
)

…
…
上
略
…
…
禾
化
項

…
…
上
略
…
…
禾
化
刊

クヱ

(
悌
上
三
二
5
)

(
悌
上
四
三
6
)

(
備
中
四
六
7
)
…
…
喧

音

喧

(僧

下
三
一
7
)

(
備
中
七
四
3
)

【
資
料
四
の
二
】

外

…
…
上
略
…
…
禾
列
耳

遠
…
…
上
略
…
…
禾
外
山

(
彿
下
本
七
一
3
)

(
悌
下
本
八
五
3
)

(
法
上
八
二
3
)

(
法
上
八
五
1
)

(
法
中
九
三
3
)

(
法
中
一
二
六
7
)

(
法
下
五
八
5
)

(
法
下
七
五
1
)

(
僧
上
人
二
1
)

(
僧
上
九
七
4
)

(
僧
下
六
人
6
)

(
僧
下
九
八
5
)

(
法
下
一
三
四
3
)

源
…
…
上
略
…
…
和
音
外
ン

患

…
…
上
略
…
…
禾
外
項

原

…
…
上
略
…
…
禾
外
項

【
資
料
四
の
三
】

(
沸
上
五
〇
4
)

(
法
上
一
6
)

(
法
中
七
二
1
)

(
法
下
一
〇
九
5
)
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火
官憲 糸圭浣 憤塊郭碩喋 潰換光獲官桓獲 暁喚

…
…
上
略
…
…
禾
ク
ワ

(
悌
下
末
三
六
2
)

……上略……末男
(
備
中
四
六
1
)

…
…
上
略
…
…
禾
州
サ
(
備
中
八
八
1
)

(
傍
訓
)
州
列
(
悌
下
本
五
五
4
)

…
…
上
略
…
…
禾
州
刃
(
悌
下
本
一
〇
二
8
)

(
傍
訓
)
火
口
(
悌
下
本
一
二
四
8
)

(
見
出
漱
獲
)
(
傍
訓
)

…
…
上
略
…
…
禾
州
ウ
l

…
…
上
略
…
…
禾
火
山

…
…
上
略
…
…
呉
丸
木

火ク

(
悌
下
本
一
三
〇
7
)

(
悌
下
末
三
六
5
)

(
彿
下
末
三
九
8
)

(
法
上
二
一
3
)

(
傍
訓
)

火イ

(
法
上
一

……上略……未到…
…
上
略
…
…
禾
火
l
列

…
…
上
略
…
…
呉
州
引

……上略……未到

(
親
字
…
緩
)
(
傍
訓
)
火
口

〇
八
3
)

(
法
中
二
8
)

(
法
中
三
七
3
)

(
法
中
五
三
4
)

(
法
中
九
五
7
)

(
法
中
一
二
六
7
)

…
…
上
略
…
…
禾
火
イ

クヱ

(
法
中
一
二
七
6
)

…
…
上
略
…
…
火
ン

(
法
下
四
九
1
)

…
…
上
略
…
…
禾
州
打
(
法
下
五
四
2
)

零乱

俗
云
火
ク
ラ
ム
(
法
下
六
九
4
)

開木

州
打
ノ
キ
(
法
下
七
五
1
)

廣

…
…
上
略
…
…
禾
州
引
(
法
下
九
九
3
)

萱草

俗
云
州
項
サ
ウ
(
僧
上
一
七
7
)

官 活勧

禾
火
ン
(
僧
上
人
三
8
)

(
親
字
…
剖
)
(
傍
訓
)
州
副

(
親
字
…
館
)
(
傍
訓
)
火
山

(
僧
上
八
七
3
)

(
僧
上
一
一
〇
6
)

四

鎮

…
…
上
略
…
…
禾
火
り

(
僧
上
一
二
五
5
)

環
(
親
字
…
銀
)

(傍訓)督

(
僧
上
一
三
一
3
)

歓
…
…
上
略
…
…
禾
火
山

(
僧
中
四
九
5
)

零乱

俗
云
州
列
ラ
ン
(
僧
中
二
二
五
4
)

蠣

(
傍
訓
)
州
列
(
僧
下
一
九
8
)

恢
(
親
字
…
魁
)

(傍訓)到

(
僧
下
四
八
6
)

魁

…
…
上
略
…
…
禾
グ
ヱ
戎
州
引
(
僧
下
四
人
7
)

巻
…
…
上
略
…
…
禾
血
刀
(
僧
下
一
〇
七
3
)

【
資
料
四
の
四
】

所

ト
コ
ロ
禾
叫
到
(
法
下
九
三
7
)

昇

…
･
‥
上
略
…
…
禾
所
り

謹

…
…
上
略
…
…
禾
師
引

陸

…
…
上
略
…
…
禾
師
引

悌

…
…
上
略
…
…
禾
前
引

秤

…
…
上
略
…
…
禾
前
引

稀

…
…
上
略
…
…
禾
耐
引

(
備
中
八
八
2
)

(
法
上
五
七
4
)

(
法
中
四
一
6
)

(
法
中
九
二
6
)

(
法
下
人
2
)

(
法
下
一
八
7
)

升

禾
所
り
(
法
下
一
三
四
8
)

【
資
料
四
の
五
】

序

…
…
上
略
…
…
未
刊
到
(
法
下
一
〇
四
4
)

承

…
…
上
略
…
…
禾
剰
サ
(
悌
下
本
六
〇
1
)

【
資
料
四
の
六
】

星

(親字

醒)

シ
ヤ
ウ
(
僧
下
五
八
2
)

星

…
…
上
略
…
…
禾
割
引
(
備
中
八
六
3
)

借 青
間 青 桐

ジ
ャ
ウ
ド
(
悌
下
本
九
〇
5
)

…
…
上
略
…
…
禾
割
引
(
備
中
一
三
八
5
)

上
音
叫
¶
(
悌
上
二
〇
1
)
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借

…
…
上
略
…
…
禾
者
ク

析籍籍荘床席精積装綿障 析章請詳糖婿賞責暗唱 聖聾赤正

…
上
略
…
禾
者
り

…
上
略
…
禾
劃
列

…
上
略
…
禾
劃
引

…
上
略
…
未
到
引

…
上
略
…
禾
劃
サ

…
上
略
…
禾
劃
列

…
上
略
…
禾
劃
列

…
上
略
…
禾
劃
引

…
上
略
…
禾
劃
サ

…
上
略
…
俗
禾
割
引

…
上
略
…
禾
割
引

…
上
略
…
禾
劃
引

…
上
略
…
禾
割
引

…
上
略
…
禾
劃
列

…
上
略
…
禾
割
判

…
上
略
…
禾
劃
列

…
上
略
…
禾
劃
サ

(
彿
上
二
〇
1
)

(
悌
上
七
五
1
)

(
彿
上
八
四
1
)

(
備
中
一
5
)

(
備
中
五
2
)

(
備
中
四
四
2
)

(
備
中
五
五
3
)

(
悌
下
本
一
六
5
)

(
悌
下
本
二
〇
1
)

(
悌
下
末
八
5
)

(
悌
下
末
八
7
)

(
法
上
五
六
2
)

(
法
上
五
九
3
)

(
法
上
九
一
8
)

(
法
中
三
8
)

(
法
中
三
七
4
)

(
法
中
一
二
五
2
)

(
法
中
一
五
一
3
)

生 政 整 錯

…
上
略
…
禾
者
ク

…
上
略
…
禾
又
劃
列

…
上
略
…
禾
割
判

…
上
略
…
禾
判
例

尚

…
上
略
…
禾
者
り

尺

音
劃
列
(
僧
下
一

(
僧
上
一
二
六
2
)

(
僧
上
一
三
八
4
)

(
僧
中
五
四
7
)

(
僧
下
九
一
3
)

(
憎
下
九
九
3
)

〇
四
3
)

【
資
料
四
の
七
】

従
(
親
字

縦)

シ
亘
引
(
法
中
一
三
四
4
)

従

禾
音
劃
引
(
悌
上
四
〇
3
)

宗

…
上
略
…
禾
主
り

出

…
上
略
…
未
到
メ

粛

…
上
略
…
禾
シ
ク

旬

…
上
略
…
未
到
打

A旬

…
上
略
…
禾
曳
山

(
法
下
五
三
4
)

(
僧
下
八
三
1
)

劃列

ソク

(
僧
下
一
〇
三
3
)

(
法
下
五
人
2
)

B狗

…
上
略
…
禾
受
ン

音
者
ク
(
法
下
二
四
1
)

…
上
略
…
禾
者
り

…
上
略
…
禾
劃
列

…
上
略
…
禾
割
引

…
上
略
…
禾
割
引

…
上
略
…
禾
劃
列

…
上
略
…
禾
劃
列

(
親
字
錫
)
劃
列

(
法
下
三
〇
1
)

(
法
下
一
〇
六
1
)

(
法
下
一
〇
六
6
)

(
法
下
一
二
七
6
)

(
僧
上
三
〇
8
)

(
僧
上
七
七
8
)

(
僧
上
一
一
四
3
)

射

南 訟楯 村頒 順

…
上
略
…
禾
受
ン

(
法
下
五
人
2
)

(
彿
上
九
1
)

(
悌
下
本
二
五
7
)

一
言
白寿C充

…
上
略
…
又
普
請
受
り

(
悌
下
本
三
一
2
)

…
上
略
…
禾
又
骨
折
(
彿
下
本
九
三
6
)

…上略…禾笥

(
悌
下
本
一
〇
九
6
)

…上略…禾笥

(
法
上
五
七
7
)

…上略…笥

(
法
上
七
二
2
)

音蟄

(
僧
下
九
一
2
)

…
上
略
…
末
裔
引
(
悌
下
末
一
六
2
)

【
資
料
四
の
八
】

…
…
上
略
…
…
禾
叫
¶
(
悌
上
八
八
2
)

A状

…
上
略
…
禾
郵
引
(
悌
下
本
一
二
九
4
)

五
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…
上
略
…
禾
謝
り

…
上
略
…
禾
謝
引

…
上
略
…
禾
謝
引

…
上
略
…
禾
謝
ウ
l

…
上
略
…
禾
謝
引

B謝

(音)

舎

(
法
上
五
七
3
)

(
法
上
五
七
4
)

(
法
中
九
六
3
)

(
法
中
一
〇
二
5
)

(
僧
下
九
九
3
)

(
法
上
五
四
5
)

資
料
を
【
四
の
二
か
ら
【
四
の
八
】
ま
で
あ
げ
た
が
､
そ
れ
ぞ
れ
認
定
に
お

い
て
質
的
な
差
が
あ
れ
､
い
づ
れ
も
拗
音
仮
名
の
例
と
認
め
て
よ
い
も
の
で
あ
る
｡

従
来
こ
の
類
は
､
類
音
と
か
類
音
表
記
の
用
語
で
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
､
こ
れ
ら
は

先
に
見
た
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』
や
『
類
衆
古
集
』
の
例
と
同
一
の
用
法
で
あ
り
､

そ
の
異
な
る
所
は
前
者
は
傍
訓
例
で
あ
り
こ
れ
は
昔
注
で
あ
る
と
い
ふ
所
で
あ
る

が
､
音
注
と
て
も
仮
名
の
用
法
と
し
て
多
く
の
他
の
片
仮
名
例
と
同
様
に
扱
は
れ

て
を
り
､
私
は
こ
れ
を
拗
音
仮
名
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
｡

【
資
料
四
の
こ
は
､
①
｢
化
｣
の
字
音
｢
ク
ヱ
｣
の
確
認
例
､
②
仮
名
｢
化

ン｣

の
用
例
､
③
拗
音
仮
名
｢
化
｣

の認定､と云ふ害の過程を経て､

拗
音
仮
名
｢
化
｣
が
確
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
｡
以
下
【
資
料
四
の
五
】
ま
で
同

様
で
､
拗
音
仮
名
｢
外
｣
(
濁
音
例
と
推
測
さ
れ
る
)
｢
火
｣
｢
所
｣
｢
序
｣
の
拗
音

仮
名
が
確
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
｡

【
資
料
四
の
六
】
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
｡
ま
づ
三
行
目
の
｢
青
桐
｣
の
｢
ジ

ャ
ウ
ド
｣
の
語
頭
濁
音
は
不
審
で
､
正
宗
氏
の
索
引
も
｢
シ
ヤ
ウ
ド
｣
と
し
て
出

し
て
ゐ
る
｡
さ
て
こ
の
【
資
料
四
の
六
】
は
､
①
｢
星
｣
の
字
音
｢
シ
ヤ
ウ
｣

の

確
認
例
､
②
｢
星
｣
の
字
音
｢
者
り
｣
の
確
認
例
､
③
仮
名
｢
者
り
｣
の
用
例
､

④
拗
音
仮
名
｢
者
｣
の
認
定
､
と
云
ふ
①
②
③
④
の
過
程
を
経
て
､
拗
音
仮
名
｢
者
｣

が
確
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
｡
①
②
の
項
は
､
①
｢
青
｣
の
字
音
｢
シ
ヤ
ウ
｣
(
ジ

ャ
ウ
?
)
の
確
認
例
､
②
｢
青
｣
の
字
音
｢
者
り
｣
の
確
認
例
､
又
①
｢
借
｣

の

字
音
｢
シ
ヤ
｣
の
確
認
例
､
②
｢
借
｣
の
字
音
｢
者
ク
｣
の
確
認
例
(
こ
の
場
合
､

六

①
②
で
若
干
字
音
が
異
な
る
が
､
拗
音
例
に
は
違
ひ
な
く
､
そ
の
マ
イ
ナ
ス
要
素

は
他
の
｢
星
｣
｢
青
｣
例
で
カ
バ
ー
出
来
る
)
､
と
云
ふ
同
様
の
過
程
で
三
重
に
認

定
出
来
る
も
の
で
あ
る
｡

【
資
料
四
の
七
】
も
【
資
料
四
の
六
】
同
様
に
①
②
③
④
の
四
段
階
を
経
て
拗

音
仮
名
｢
ぎ
が
確
認
で
き
る
｡
【
資
料
四
の
七
】
中
､
A
の
｢
旬
｣
は
前
行
の

｢
旬
｣
に
和
音
｢
受
ン
｣
と
も
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
､
こ
れ
も
拗
音
仮
名
｢
主
｣

と
同
様
の
用
法
と
推
測
で
き
､
B
は
拗
音
仮
名
｢
受
｣
の
例
で
あ
る
｡
た
だ
､
｢
旬

…
上
略
…
禾
受
ン
主
ン
｣
(
法
下
五
人
2
)
と
｢
受
ン
｣
と
｢
主
ン
｣
が
並

べ
ら
れ
て
出
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
､
｢
主
ン
｣

の
清
音
｢
シ
ュ
ン
｣

に
対
し
て
.
､
｢
受
ン
｣
は
濁
音
｢
ジ
ュ
ン
｣
を
示
す
も
の
か
と
考
へ
ら
れ
る
｡
た

だ
こ
れ
も
B
の
｢
狗
｣
以
下
の
例
を
見
る
と
｢
項
｣
｢
訟
｣
な
ど
清
音
｢
シ
ョ
ウ
｣

を
示
す
も
の
か
と
思
は
れ
る
例
が
交
じ
る
｡
C
の
｢
充
｣
は
B
の
末
尾
の
例
｢
寿
｣

か
ら
の
拗
音
仮
名
｢
書
｣
の
推
測
例
で
あ
る
｡

【
資
料
四
の
八
】
は
｢
射
｣
と
｢
謝
｣
と
が
同
音
で
あ
る
と
い
ふ
前
提
に
A
の

｢
状
｣
以
下
を
列
挙
し
て
ゐ
る
も
の
で
､
拗
音
仮
名
｢
謝
｣
を
推
定
す
る
も
の
で

あ
る
｡
B
の
｢
謝
｣
の
例
は
､
後
の
考
察
に
出
る
｢
舎
｣

の
音
価
に
関
係
す
る
か

と
思
は
れ
る
の
で
出
し
た
も
の
で
あ
る
｡

右
以
外
に
､
拗
音
例
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
例
に
､
｢
願

…
略
…
禾
紬
刃
｣

(
悌
下
本
二
七
2
)

｢郵

…
略
…
禾
粛
列
｣
(
彿
下
本
五
八
1
)
｢
鐸
…
略
…

禾
萄
列
｣
(
僧
上
一
三
八
1
)
｢
拍
子

訝｣

(
悌
下
本
四
八
2
1
参
考
｢
百
…

略
…
禾
d
.
刊
列
｣
悌
上
七
六
8
)
な
ど
が
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
仮
名
用
例
に
つ
い
て
山
内
洋
一
郎
氏
は
､
次
の
様
に
言
及
し
て
ゐ
る
｡

観
智
院
本
類
東
名
義
抄
の
｢
ク
ヱ
ル
｣
｢
化
ル
｣
の
二
種
の
表
記
の
中
で
､

表
音
性
の
強
い
の
は
後
者
で
､
k
w
e
r
u
と
い
う
合
拗
音
を
示
し
て
い
る
こ

と
は
ま
ず
動
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
そ
こ
で
､
｢
ク
ヱ
ル
｣
も
同
音
価
で

あ
ろ
う
と
す
る
立
場
が
成
り
立
つ
｡
観
智
院
本
の
類
音
表
記
は
､
当
然
の
こ
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と
な
が
ら
字
音
注
に
限
ら
れ
､
｢
我
イ
｣
｢
具
り
｣
｢
五
ン
｣
な
ど
の
濁
音
指

示
か
､
｢
外
ン
｣
｢
者
り
｣
｢
受
ン
｣
｢
所
り
｣
な
ど
の
拗
音
指
示

(
濁
音
を
兼

ね
る
も
の
も
)
で
あ
り
､
そ
れ
も
韻
尾
を
片
仮
名
で
加
え
る
場
合
に
用
い
ら

れ
る
｡
…
…
…
中
略
…
…
…
｢
ク
ヱ
ル
｣
が
｢
化
ル
｣
と
同
音
価
で
あ
ろ
う

と
結
論
的
に
は
認
め
る
と
し
て
も
､
k
u
･
W
e
･
r
亡
で
あ
る
可
能
性
も
残
し

て
お
き
た
く
思
う
｡

適
確
な
ま
と
め
で
あ
る
｡
末
尾
の
一
見
慎
重
に
見
え
る
曖
昧
な
言
及
は
下
一
段

活
用
｢
蹴
る
｣
の
認
定
に
関
す
る
も
の
で
､
山
内
氏
は
｢
ク
･
ヱ
･
ル
｣

(
即
ち
､

下
二
段
活
用
｢
ク
ウ
｣
)
の
可
能
性
を
残
さ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
､
私
は
こ

れ
も
｢
ク
ヱ
ル
｣
と
云
ふ
合
拗
音
を
示
す
も
の
と
認
め
て
よ
い
と
思
つ
て
ゐ
る
｡

以
上
､
『
類
家
名
義
抄
』
に
お
け
る
拗
音
仮
名
の
例
を
示
し
た
｡
『
類
宋
名
義
抄
』

の
広
益
本
系
の
成
立
は
一
一
〇
〇
年
代
で
あ
る

(
『
国
語
学
大
辞
典
』
吉
田
金
彦

氏
に
よ
る
)
｡

四

平
安
初
期
の
例

春
日
政
治
氏
は
､
正
倉
院
聖
語
蔵
の
蔵
本
『
央
掘
魔
羅
経
』

の
白
点
(
氏
は
平

安
朝
初
期
の
加
点
と
推
定
)
の
類
音
字
表
記
例
を
指
摘
す
る
｡
以
下
､
春
日
政
治

氏
の
引
く
例
に
よ
り
挙
げ
る
｡

【
資
料
五
】
正
倉
院
聖
語
蔵
『
央
掘
魔
羅
経
』
白
点

(
築
島
裕
氏
は
大
凡
八
〇

○
年
頃
と
推
定
し
､
∞
○
?
○
∽
の
文
献
番
号
を
振
る
｡

詳生

渚初

榔丁

踊白

盤
軍
水

臭首

瓶平

鳴命

索昔

活
果
夫

醇化

血決

春
日
政
治
氏
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
｢
所
謂
拗
音
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
｣
と
指
摘

し
て
ゐ
る
｡

ま
た
､
『
地
蔵
十
輪
経
』
の
元
慶
七
年
(
八
八
三
)
点
の
例
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡

【
資
料
六
】
『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点

荘
生
田
池
沼
少
灰
火
土
城
郭
果
ク

こ
れ
ら
訓
点
本
の
例
は
､
他
に
も
ま
だ
ま
だ
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が

(
築
島
氏

の
指
摘
等
)
､
こ
れ
ら
の
例
こ
そ
仮
名
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
至
っ
て
ゐ
な
い
類
音
字

表
記
と
す
べ
き
物
で
あ
ら
う
｡
勿
論
､
こ
れ
ら
訓
点
本
の
類
音
注
の
延
長
上
と
い

ふ
か
､
訓
点
本
音
注
の
一
つ
の
収
束
の
姿
が
先
に
見
た
『
類
宋
名
義
抄
』
で
あ
る

の
で
あ
り
､
見
方
に
よ
つ
て
は
二
者
に
何
ら
違
ひ
は
な
い
と
い
ふ
事
に
な
る
で
あ

ら
う
｡
私
は
『
類
衆
名
義
抄
』
の
場
合
は
一
本
と
し
て
編
集
さ
れ
た
独
立
本
で
あ

り
､
そ
の
中
に
お
い
て
他
の
片
仮
名
使
用
例
と
同
一
の
用
法
で
用
ゐ
ら
れ
て
を
り
､

そ
こ
に
｢
編
者
の
手
｣
を
認
定
し
､
こ
れ
を
拗
音
仮
名
意
識
の
下
に
あ
る
例
と
見

る
も
の
で
あ
る
｡

な
ほ
､
小
林
芳
規
氏
の
｢
訓
点
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
沿
革
｣
の
論
考

(『王朝

文
学
』
東
洋
大
学
国
語
国
文
学
会
王
朝
文
学
研
究
会
刊
･
第
九
号
､
昭
和
三
十
八
年

十
月
)
に
執
筆
過
程
で
気
付
き
､
図
書
館
を
通
じ
て
請
求
し
て
ゐ
る
が
､
私
の
気
付

く
の
が
余
り
に
も
遅
か
つ
た
為
原
稿
締
切
に
間
に
合
は
ず
､
止
む
な
く
こ
こ
に
未
見

の
旨
を
記
し
て
お
く
｡

(
1
本
稿
末
尾
の
(
追
記
付
注
)
参
照
)

五

上
代
の
拗
音
例

私
は
､
徐
々
に
遡
及
し
つ
つ
､
拗
音
の
上
代
例
を
見
出
だ
さ
う
と
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
が
､
次
は
蔵
中
進
氏
の
考
究
に
即
し
っ
つ
､
考
へ
て
み
た
い
｡

一
般
に
は
､
拗
音
は
漢
語
の
移
入
と
共
に
外
来
の
発
音
が
本
邦
に
定
着
し
た
も

の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
が
､
蔵
中
進
氏
は
次
の
様
に
論
じ
て
ゐ
る
｡

も
し
､
拗
音
が
本
来
日
本
語
に
は
皆
無
の
音
韻
で
あ
れ
ば
､
い
か
に
大
量

の
漢
語
の
輸
入
が
あ
っ
て
も
､
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
日
本
語
の
音
韻
組
織

と
音
韻
構
造
に
し
た
が
っ
て
､
直
音
化
さ
れ
て
定
着
し
､
拗
音
な
る
音
韻
は

日
本
語
の
音
韻
体
系
の
な
か
に
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
｡
…
…

七
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中
略
…
…
古
代
日
本
語
の
音
韻
組
織
の
な
か
に
､
拗
音
な
る
音
韻
は
す
で
に

あ
っ
た
､
あ
る
い
は
そ
の
素
質
な
り
傾
向
な
り
を
備
え
て
い
た
…
…
下
略

｡
(
四
十
七
頁
)

と
す
る
の
が
蔵
中
氏
の
基
本
的
立
場
で
､
氏
は
以
下
の
様
に
結
論
付
け
る
｡

…
…
は
る
か
に
古
く
､
上
古
～
上
代
日
本
語
の
な
か
に
､
す
で
に
そ
の
存
在

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
､
日
本
語
の
も
っ
て
い
た
そ
の
よ
う
な
素
地
の
上
に
､

圧
倒
的
多
数
の
漢
字
音
拗
音
の
流
入
が
あ
っ
て
､
日
本
語
音
韻
体
系
の
な
か

に
､
確
乎
た
る
そ
の
位
置
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
､
と
考
え
る
も
の
で
あ

る
｡
問
題
は
拗
音
が
音
声
と
し
て
存
在
し
た
と
し
て
も
音
韻
と
し
て
､
上
代

日
本
語
に
存
在
し
た
か
､
ど
う
か
､
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ

･
る
が
､
は
じ
め
に
も
記
し
た
よ
う
に
､
す
で
に
音
声
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
､
音
韻
と
し
て

存
在
し
て
い
た
､
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
､
と
す
る
の
が
私
の
考
え
で

あ
る
｡
(
八
十
二
頁
)

以
下
､
蔵
中
氏
の
挙
げ
る
用
例
を
確
認
し
て
行
か
う
｡

【
資
料
七
の
二

宇
陀
能
多
加
紀
爾
志
蛮
和
那
波
留
和
賀
麻
都
夜
志
重
液
佐
夜
良
受

い

す

〈

は

し

く

替

ら

さ

や

る

こ

な

み

が

な

こ

は

さ

ば

た

ち

そ

ば

の
伊
須
久
波
斯
久
治
良
佐
夜
流
古
郡
美
賀
那
許
波
佐
婆
多
知
曽
婆
能

微
能
那
祁
久
衰
許
紀
志
斐
恵
泥
宇
波
那
理
賀
那
許
波
佐
婆
伊
知
佐
加

紀

微
能
意
富
祁
久
衰
許
紀
陀
斐
恵
泥
亜
亜
酬

)

は

伊
能
碁
布
曽
此
ほ
辞
阿
阿
矧
志
夜
胡

志夜

此
者
嘲
咲
者
也
(
記
歌
謡
9
)

蔵
中
氏
は
こ
れ
を
｢
エ
エ
ー

シ
ャ
ゴ
シ
ャ
｣
｢
ア
ア
ー

シ
ャ
ゴ
シ
ャ
｣

と
拗
音
で
訓
む
も
の
で
､
｢
志
夜
｣

の
表
記
は
『
古
事
記
』
筆
録
者
太
安
万
侶
の

工
夫
･
苦
心
の
結
果
と
み
る
も
の
で
あ
る
｡
氏
は
本
居
宣
長
や
有
坂
秀
世
氏
･
亀

井
孝
氏
の
説
を
引
き
つ
つ
詳
説
し
て
ゐ
る
｡

【
資
料
七
の
二
】

半

の

○

ふ

そ

あ

あ

志
夜
胡

志夜

此者

)

は
あ
ぎ
わ
ら
ふ

そ

し

｢＼

ノ

い

ま

は

よ

い

ま

は

よ

あ

あ

-
い

ま

だ

に

も

あ

こ

よ

い

ま

だ

伊
葬
波
預
伊
葬
波
線
阿
阿
時
夜
規
伊
葬
憎
而
毛
阿
誤
預
伊
芥
條

而毛

阿
誤
預
(
紀
歌
謡
1
0
)

蔵
中
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
｢
シ
ャ
ヲ
｣

の
音
価
で
､
｢
時
夜
｣
は
拗
音
を
現

は
す
も
の
と
す
る
｡

【
資
料
七
の
三
】

う

け

ぐ

つ

を

ぬ

き

つ

る

こ

と

く

ふ

み

ぬ

き

て

ゆ

く
■
ひ

と

…
略
…
宇
既
具
都
連
奴
伎
都
流
其
等
久
布
美
奴
伎
提
由
久
智
布
比
等

鱒
‥
下
略
…
(
『
万
葉
集
』
巻
五
･
八
〇
〇
､
山
上
憶
良
)

…
略
…
世
間
能
宇
計
久
都
良
計
久
伊
等
能
伎
提
痛
伎
癒
ホ
波

鹸塩

連

荘
知
布
何
其
等
久
…
下
略
…
(
『
万
葉
集
』
巻
五
･
八
九
七
､
山
上
憶
良
)

さ

さ
な
み

の

な
み
く
ら
や
ま
に

く
も
ゐ
れ
ば

あめぞふる■

か
へ
り
こ
わ
が
せ

佐
左
浪
乃
連
庫
山
ホ
雲
居
者
雨
曽
零
智
否
反
来
吾
背
(
『
万
葉
集
』

巻
七
･
一
一
七
〇
)

あふ

さ

わ

に

た
れ
の
ひ
と
か

も

て

に

まか

む

ー

…
略
…
相
佐
和
仁
誰
人
可
毛
手
ホ
将
巻
知
布
(
『
万
葉
集
』
巻
八
･
一

五
四
七
､
藤
原
八
束
)

お
‥
■
き

つ

し

ま

い

ゆ

き

わ

た

り

て

か

づ

く蔓

あ

は

ぴ

た

ま

も

が

於
伎
都
之
麻
伊
由
伎
和
多
里
弓
可
豆
久
知
布
安
波
枇
多
麻
母
我

都
々
美
弓
夜
良
牟
(
『
万
葉
集
』
巻
十
八
･
四
一
〇
三
､
大
伴
家
持
)

こ
の
五
例
の
｢
チ
フ
｣
中
､
四
例
は
山
上
憶
良
用
語
圏
で
あ
る
と
蔵
中
氏
は
認

定
し
､
そ
の
憶
良
の
二
例
は
当
時
の
僅
諺
の
ご
と
き
も
の
の
引
用
で
､
作
歌
時
か

ら
西
国
語
の
要
素
が
強
く
､
限
り
な
く
拗
音
に
近
い
音
で
あ
ら
う
と
す
る
｡

次
に
蔵
中
氏
は
､
『
万
葉
集
』
巻
十
五
二
二
七
五
四
番
の
｢
過
所
｣
の
例
を
挙
げ
､

こ
れ
も
合
拗
音
の
発
音
例
と
し
て
考
察
す
る
｡
そ
の
推
測
は
出
来
る
が
､
拗
音
の

確
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
は
無
理
で
､
先
に
私
が
【
資
料
三
】

で

『
類
宋
古
集
』

の

｢
過
所
｣
(
火
そ
)
を
引
い
た
レ
ベ
ル
で
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
｡
蔵
中
氏
は
､

以
下
漢
語
以
外
の
大
和
言
葉
中
に
拗
音
の
存
在
を
探
り
､
｢
削
る
｣
の
k
W
e
､
｢
蹴

る｣

の
k
W
e
､
｢
黒
子
｣
の
k
W
u
､
等
の
語
例
を
考
究
す
る
｡
可
能
性
が
あ
り
魅

力
に
富
む
が
､
確
例
で
は
な
い
推
案
例
で
あ
る
｡
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六

彿
足
石
歌
碑
歌
の
｢
舎
｣
の
仮
名

悌
足
石
歌
碑
歌
の
歌
中
に
次
の
例
が
あ
る
｡

【
資
料
八
】

創
加
乃
美
阿
止
伊
波
赤
字
都
志
於
使
手
夜
麻
比
弓
乃
知
乃
保
止
気
ホ

由
豆
利
麻
都
良
牟
佐
々
義
麻
宇
佐
牟
(
九
番
歌
)

創
加
乃
美
阿
止
伊
波
赤
字
都
志
於
伎
由
伎
米
具
利
宇
夜
麻
比
麻
都
利

和
我
与
波
乎
閉
牟
己
乃
与
波
乎
閉
牟
(
十
四
番
歌
)

【
臨
模
例
】
悌
足
石
歌
碑
歌
九
番
歌
･
十
四
番
歌
臨
模

令
卿
乃
異
材
止
付
狙
ホ
す
和
も
*
俺
ヰ
夜
永
代
且
可
如

月
絹
止
息
布
l
さ
量
刑
農
耕
良
子
虎
l
義
貞
テ
鹿
手

合
か
月
見
阿
止
付
求
后
宇
和
も
ポ
債
せ
丑
釘
具
利
官
え

摩
沈
降
卿
利
水
鶉
j
浪
子
伺
卓
仁
月
号
季
学
周
手

(
原
形
は
一
首
一
行
書
)

この

｢
舎
加
｣

は

で
き
よ
う
｡

■
み

あ

と

釈
迦
の
御
足
跡

｢
釈
尊
｣
の
意
の
｢
釈
迦
｣
の
表
記
例
で
､
次
の
様
に
釈
文

石
に
転
写
し
置
き
敬
ま
ひ
て
後
の
備
に
譲
り
ま
つ

らむ

捧
げ
ま
う
さ
む
(
九
番
歌
)

■
み

あ

と

いは

う

つ

釈
迦
の
御
足
跡
石
に
転
写
し
置
き
行
き
練
り
敬
ま
ひ
ま
つ
り

我世

は
終
へ
む
此
世
は
終
へ
む
(
十
四
番
歌
)

彿
足
石
歌
碑
歌
の
成
立
は
不
明
で
あ
る
が
､
そ
の
悌
足
石
歌
碑
と
緊
密
な
関
連

を
有
す
る
と
推
測
出
来
る
薬
師
寺
蔵
価
足
右
記
は
天
平
勝
賓
五
年

(
七
五
三
)

の

成
立
で
あ
り
､
悌
足
石
歌
碑
歌
の
成
立
も
そ
の
頃
で
あ
る
と
み
て
間
違
ひ
な
か
ら

1
つ
○

さ
て
､
こ
の
｢
舎
加
｣
の
用
字
に
つ
い
て
､
私
は
〔
仮
名
｢
舎
｣
に
つ
い
て
〕

の
項
を
設
け
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
｡
以
下
再
録
し
た
い
｡

仮
名
｢
舎
｣
は
日
本
書
紀
歌
謡
に
三
例

(
6
6
･
6
8
･
7
1
番
歌
)
と
価
足
石
歌
に

二
例
見
ら
れ
る
だ
け
の
特
異
な
仮
名
で
あ
る
｡
紀
歌
謡
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ

る｡

邁
之
棋
能
腎
毛
弘
等
税
舎
気
帝
(
6
6
-
錦
の
紐
を
解
き
□
け
て
)

異
舎
灘
等
利
宇
禰
能
波
摩
毛
能
(
6
8
1
い
ロ
な
と
り
海
の
浜
藻
の
)

幡
舎
能
夜
摩
能
(
7
1
-
は
□
の
山
の
)

七
一
番
歌
の
例
は
古
事
記
歌
謡
に
重
出
し
(
8
3
-
第
四
句
の
み
少
し
違
つ
て
ゐ

る
)
､
そ
の
第
五
句

波
佐
能
夜
麻
能

か
ら
､
｢
舎
｣
が
サ
の
仮
名
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
､
紀
歌
謡
6
6
6
8
の
例
に
も

適
合
す
る
と
こ
ろ
か
ら
､
サ
の
仮
名
と
し
て
問
題
は
何
も
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
で

き
る
｡

悌
足
石
歌
に
は

舎
加
乃
美
阿
止
(
9
①
･
1
4
①
)

と
し
て
二
例
出
て
ゐ
る
｡
共
に
｢
繹
迦
の
み
跡
｣

の
意
で
､
諸
本
｢
サ
カ
ノ
ミ
ア

ト
｣
と
訓
ん
で
ゐ
る
｡
拗
音
の
直
音
化
と
し
て
の

｢
繹
迦
｣
で
あ
る
｡

大
野
透
氏
は
こ
の
用
字
に
つ
い
て
次
の
如
く
云
っ
て
ゐ
る
｡

舎
加
は
繹
迦
に
昔
る
事
に
注
意
さ
れ
る
｡
舎
は
音
義
と
も
に
繹
に
通
じ
得

･
る
字
(
舎
は
去
聾
字
と
し
て
は
繹
の
義
を
有
し
得
､
入
聾
字
と
し
て
は
樺
の

通
用
字
で
あ
る
)
な
.
の
で
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
(
舎
は
又
舎
利
に
因
む

用
字
か
)
｡
尚
､
サ
カ
の
表
記
が
舎
加
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
事
に
も
注
意
さ
れ
る
｡

(
二
一
七
頁
)

同
氏
の
続
篇
も
こ
の
｢
舎
加
｣
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る

(
九
〇
〇

頁
)
｡

九
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私
は
､
紀
歌
謡
の
例
は
別
と
し
て
､
悌
足
石
歌
の
二
例
の
｢
舎
｣
は
｢
シ
ャ
｣

と
い
ふ
拗
音
仮
名
の
例
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
｡

拗
音
仮
名
と
い
ふ
と
奇
異
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
､
甲
乙
類
を
識
別
し

得
た
上
代
人
で
あ
る
(
乙
類
仮
名
の
音
価
が
中
舌
母
音
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は

保
留
し
た
い
が
)
｡
拗
音
仮
名
が
存
し
て
も
を
か
し
く
は
な
く
､
む
し
ろ
存
し
な

い
と
す
る
方
が
奇
異
で
は
な
い
の
だ
ら
う
か
｡

以
上
の
様
に
叙
し
､
蔵
中
進
氏
や
濱
田
敦
氏
の
所
説
等
を
引
い
た
の
で
あ
つ

た｡

悌
足
石
歌
碑
歌
中
､
｢
サ
の
類
の
音
節
仮
名
｣
例
(
狙
上
の
｢
舎
｣
を
含
む
)

は
十
四
例
存
す
る
が
､
大
野
透
氏
も
述
べ
て
ゐ
た
通
り
､
｢
舎
｣
の
例
は
こ
の
｢
舎

加
｣
の
二
例
に
限
ら
れ
､
他
は
｢
佐
｣
の
十
二
例
と
い
ふ
用
字
の
有
様
で
あ
る
｡

以
下
｢
佐
｣
の
十
二
例
を
挙
げ
よ
う
｡

都
知
凰
閉
由
須
礼
(
土
さ
へ
揺
す
れ
1
④
…
…
④
は
第
四
句
の
意
｡
以
下

同
様
｡
)夜
稽
久
似
等
(
八
十
種
と
2
④
)

麻
佐
l
米
ホ
美
祁
牟
(
正
目
に
見
け
む
3
②
)

須
々
美
風
岐
多
知
(
進
み
先
立
ち
6
②
)

麻
倒
ホ
阿
布
麻
弓
ホ
(
正
に
逢
ふ
ま
で
に
6
⑥
)

矧
々
義
麻
宇
似
牟
(
捧
げ
ま
う
さ
む
9
⑥
)

宇
都
利
倒
留
止
毛
(
移
り
去
る
と
も

10②)

佐
l
乃
己
利
伊
麻
世
(
さ
残
り
坐
せ

10④)

倒
佐
波
比
乃
(
幸
の

12①)

和
多
佐
牟
多
米
止

知
与
乃
都
美
風
閉

十
二
番
歌
の
第
四
句
の

が
確
認
出
来
､
或
い
は

(
済
度
さ
む
た
め
と

13④)

(
千
歳
の
罪
さ
へ

17④)

｢
麻
□
ロ
ホ
弥
□
牟
｣
の
二
宇
目
は
､
人
偏
と
穿
の
一
部

｢
佐
｣
字
か
と
推
定
出
来
る
が
､
用
例
に
数
へ
な
か
つ
た
｡

ま
た
､
他
に
二
十
一
番
歌
第
六
句
の
｢
佐
｣
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
､
私
は

二
十
一
番
歌
の
殆
ど
を
後
補
と
見
て
ゐ
る
の
で
､
こ
こ
に
数
へ
な
か
つ
た
｡
し

か
し
な
が
ら
､
そ
の
二
十
一
番
歌
に
お
け
る
用
字
も
｢
佐
｣
で
あ
る
｡

こ
の
や
う
に
常
用
仮
名
｢
佐
｣
と
は
使
ひ
分
け
ら
れ
た
こ
の
仮
名
｢
舎
｣
は
､

拗
音
仮
名
(
開
拗
音
仮
名
)
と
し
て
の
用
例
で
あ
る
と
積
極
的
に
認
め
た
い
｡
F
日

本
書
紀
』
の
｢
舎
｣
は
直
音
仮
名
｢
サ
｣

の
用
例
で
あ
ら
う
が
､
文
献
が
違
へ
ば

仮
名
用
法
が
異
な
る
の
は
上
代
の
常
で
あ
り
､
同
一
用
字
で
二
通
り
以
上
の
仮
名

用
法
が
あ
る
の
も
一
般
に
見
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
｡
先
に
｢
三
｣
の
観
智
院
本
F
類

東
名
義
抄
』
の
用
例
中
で
､
【
資
料
四
の
八
】
の
B
に
､
シ
ャ
と
推
測
出
来
る
｢
謝
｣

字
に
｢
舎
｣
の
昔
注
が
あ
つ
た
が
､
こ
れ
も
参
考
に
な
る
｡
又
､
俳
足
石
歌
碑
歌

の
場
合
は
｢
釈
迦
｣
と
い
ふ
漢
語
表
記
例
で
あ
り
､
拗
音
例
と
し
て
無
理
の
な
い

と
こ
ろ
で
あ
ら
う
｡
た
だ
し
､
｢
釈
迦
｣
を
漢
語
と
見
た
が
､
も
と
は
梵
語
で

粁
k
y
a
の
音
訳
で
あ
る
｡
抑
は
歯
擦
音
の
硬
口
蓋
音
で
シ
ュ
(
㌢
は
シ
ャ
)
と

い
ふ
音
に
な
る
(
後
出
の
馬
淵
和
夫
氏
も
｢
大
体
〓
a
]

の
音
が
あ
た
る
｣
と
す

る
)
｡

｢
釈
迦
｣
の
語
嚢
に
関
し
て
見
て
み
る
と
､
｢
引
か
の
念
仏
の
三
昧
を
は
｣
(
｢
源

氏
物
語
』
松
風
帖
･
大
島
本
な
ど
)
･
｢
叫
利
ノ
コ
ノ
コ
ロ
｣
(
F
極
楽
願
往
生
歌
』

二
番
歌
な
ど
｢
サ
カ
｣
三
例
)
｢
叫
刺
ミ
タ
ノ
カ
ホ
｣
(
F
極
楽
願
往
生
歌
』
五
番

歌
な
ど
｢
サ
カ
ミ
ダ
｣
三
例
)
等
々
の
直
音
例
が
指
摘
出
来
る
が
､
い
づ
れ
も
時

代
は
降
る
も
の
で
あ
る
｡
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
四
に
｢
繹
義
覚
｣
が
出
､

日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
｢
繹
｣
と
ル
ビ
を
振
る
が
､
訓
注
に
拠
っ
て
ゐ
る
も
の

で
も
な
い
｡

七

直
音
化
現
象

拗
音
の
直
音
化
現
象
は
｢
さ
う
じ
も
の
(
精
進
物
)
｣
(
『
土
佐
日
記
』
一
月
十
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四
日
条
､
青
籍
書
屋
本
な
ど
)
｢
す
行
者
(
修
行
者
)
｣
(
『
伊
勢
物
語
』
定
家
本
系

第
九
段
･
学
習
院
大
本
な
ど
)
｢
け
さ
う
(
化
粧
)
｣
｢
す
ら
う
(
受
領
)
｣
｢
は
う

さ

(
病
者
)
｣
｢
は
う
し
(
拍
子
)
｣
(
『
源
氏
物
語
』
諸
本
)
な
ど
数
へ
あ
げ
れ
ば

き
り
が
な
い
ほ
ど
指
摘
で
き
る
｡
蔵
中
進
氏
は
上
代
に
お
け
る
拗
音
例
と
思
は
れ

る
も
の
を
引
い
て
､
｢
古
代
日
本
語
の
音
韻
組
織
の
な
か
に
､
拗
音
な
る
音
韻
は

す
で
に
あ
っ
た
､
あ
る
い
は
そ
の
素
質
な
り
傾
向
な
り
を
備
え
て
い
た
｣

(
前
引
)

と
し
た
､
こ
れ
は
私
も
肯
ふ
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
､
平
安
朝
に
お
け
る
こ
の
数

多
指
摘
出
来
る
拗
音
の
直
音
化
例
は
､
や
は
り
日
本
に
は
拗
音
と
い
ふ
も
の
が
固

有
に
は
存
在
し
な
か
つ
た
と
い
ふ
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
拗
音

は
中
国
か
ら
の
漢
語
の
移
入
に
よ
り
､
そ
の
影
響
下
に
､
日
本
語
の
音
韻
体
系
の

中
に
潜
り
込
ん
で
来
た
｡
さ
う
し
て
､
早
く
も
上
代
に
お
い
て
そ
の
拗
音
表
記
例

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
､
拗
音
仮
名
と
認
定
し
て
よ
い
例
も
存
在
す
る
｡
か
う

結
論
付
け
て
よ
い
も
の
で
あ
ら
う
｡

た
だ
し
､
こ
の
結
論
に
至
る
前
に
､
も
う
一
つ
確
か
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
事
項
が
あ
る
｡
そ
れ
は
上
代
に
お
け
る
サ
行
ア
段
の
音
価
で
あ
る
｡
一

般
に
＼
ヰ
＼
の
音
価
が
仮
に
[
訂
]
(
シ
ャ
)
で
あ
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
､
全
て

の
サ
行
ア
段
は
そ
の
昔
声
が
拗
音
で
あ
つ
た
わ
け
で
あ
り
､
仮
名
｢
舎
｣
に
関
し

て
｢
拗
音
仮
名
｣
な
ど
と
言
ふ
必
要
は
な
く
な
つ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
｡
以
下
､

こ
の
点
を
検
証
し
た
い
｡

八

上
代
の
サ
行
書
価

さ
て
､
そ
の
上
代
の
サ
行
頭
音
音
価
で
あ
る
が
､
明
ら
か
で
は
な
い
｡
諸
説
を

(
と
言
つ
て
も
平
安
期
の
音
価
推
定
説
を
含
み
､
推
定
根
拠
も
演
緯
説
･
円
仁
の

『
在
唐
記
』
記
事
を
手
掛
か
り
に
す
る
も
の
等
種
々
あ
る
が
)
､
一
覧
表
に
し
て

み
よ
う
｡

サ ン ス セ ソ甲 ソ乙 (表1)

S 口 ts ts` 田 tJ` 橋本 進吉(注11)

tsa Si 田 不 明 S 口 不 明 有坂 秀世(注12)

田 田 四 田 田 田 金田一京助(注13)

tsa Si
tsu Se tso ts6 大野 晋(注14)

Ja 田 Ju Je Jo 馬淵 和夫(注15)

口 tJ 口 tJ 亀井 孝(注16)

S tS S ts S ts S S ts S 馬淵 和夫(注17)

Sa

Ja 田
Su

Ju Je

SO SuO
山田 実(注18)

金
田
一
京
助
氏
の
も
の
は
､
サ
行
全
般
に
つ
い
て
､
古
く

[
t
s
]
で
あ
り
､

そ
の
後

[〓
に
な
り

[
s
]
に
な
つ
た
と
推
定
す
る
見
解
で
､
各
段
の
一
々
の

音
価
に
は
触
れ
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
｡

馬
淵
和
夫
氏
は
注
十
七
の
『
国
語
音
韻
論
』
に
お
い
て
｢
サ
行
の
頭
音
を
表
わ
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す
の
に
､
[
s
]

[
t
s
]
の
両
系
統
が
あ
り
､
そ
れ
が
＼
ヰ
＼
と
＼
ヾ
＼
乙
に
お

い
て
は
[
t
s
]
系
統
の
字
が
多
く
､
＼
如
＼
と
＼
ヾ
＼
甲
に
お
い
て
は

[
s
]

系
統
の
字
が
多
く
､
＼
ヾ
＼
＼
育
＼
に
お
い
て
は
ど
ち
ら
も
同
じ
く
ら
い
と
い
う

結
果
が
出
て
い
る
｣
と
し
て
次
の
表
を
掲
げ
る
｡

ゾ ソ ゾ ソ ゼセ ズ ス ジ シ ザサ 表
乙 乙 甲 甲 2

悪童至芸芸里董蓋董ts

資
一H一

ゑま

璽

墓所薫蓋警受萎警社彗

S

栖 輸 始
細 殊 師
是 戸

試

時
斯
田
ノlユヽ

辞
嗣
施

司

こ
れ
は
万
葉
仮
名
に
つ
い
て
漢
字
音
の
昔
価
と
の
村
比
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
｡
馬
淵
和
夫
氏
は
､
同
書
で
平
安
末
期
の
サ
の
音
価
を
推
定
し
て
[
〓

と
し
､
注
十
五
の
同
氏
論
考
と
対
応
す
る
結
論
で
あ
る
が
､
｢
こ
れ
(
=
円
仁
『
在

唐
記
』
)
は
い
う
ま
で
も
な
く
サ
の
音
だ
け
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
､

他
に
サ
行
音
の
音
価
を
知
る
べ
き
資
料
は
あ
ま
り
拾
い
え
な
い
｣
と
し
､
注
十
五

論
考
に
つ
い
て
は
｢
た
だ
し
こ
の
説
は
､
上
代
に
お
い
て
は
､
｢
佐
｣
｢
左
｣
な
ど

の

[
t
s
]
を
頭
に
持
つ
字
が
圧
倒
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
欠
点
が
あ
る
｣
(
『
国
語
音
韻
論
』
一
五
頁
)
と
自
己
反
省

の
弁
が
あ
る
｡

山
田
実
氏
の
論
考
は
琉
球
方
言
と
の
比
較
研
究
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
､
そ
の

全
て
が
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
､
注
目
し
て
よ
い
新
提
言
を
含
む
論
考
で

あ
る
｡
サ
行
に
つ
い
て
は
サ
行
･
シ
ャ
行
の
二
音
形
を
想
定
し
､
円
仁
の

『
在
唐

記』

の
記
述
等
も
そ
の
証
左
と
す
る
｡
サ
行
･
シ
ャ
行
の
二
音
形
に
つ
い
て
は
､

早
く
奥
村
三
雄
氏
も
〔
サ
行
音
/
シ
ャ
行
音
〕
の
音
韻
対
立
を
支
持
し
､
一
見
解

(19〉

を
出
し
て
ゐ
る
｡

シ
ャ
行
と
は
即
ち
拗
音
行
で
あ
り
､
興
味
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
そ
れ

が
サ
行
と
並
存
す
る
別
の
｢
行
｣
の
レ
ベ
ル
と
い
ふ
一
体
系
と
し
て
上
代
に
存
在

し
え
た
か
否
か
､
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
中
国
漢
字
昔
の
影
響
下
､
小
数

の
拗
音
例
が
独
立
島
の
如
き
姿
で
存
在
し
､
私
の
説
く
拗
音
仮
名
も
存
し
た
と
思

ふ
が
､
そ
れ
が
｢
行
｣
の
体
系
レ
ベ
ル
で
上
代
に
存
在
し
得
た
と
は
､
俄
か
に
肯

定
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
｡

他
に
も
筆
者
未
見
の
説
は
あ
ら
う
が
､
著
名
な
見
解
は
(
表
1
)
に
出
し
得
た

と
思
ふ
｡
結
論
の
み
の
引
用
で
考
究
の
過
程
を
略
し
て
ゐ
て
よ
く
な
い
が
､
簡
便

な
対
照
表
の
つ
も
り
で
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
｡

私
が
音
価
推
定
に
関
し
て
独
自
の
説
を
出
す
力
を
持
ち
合
は
せ
て
ゐ
な
く
て
遺

憾
で
あ
る
が
､
こ
の
様
に
見
て
く
る
と
､
シ
や
セ
の
音
節
は
別
と
し
て
､
少
な
く

と
も
サ
の
音
節
に
つ
い
て
見
る
と

[
s
a
]
も
し
く
は
[
t
s
a
]
と
見
る
の
が
学

界
の
趨
勢
で
､
平
安
期
は
別
と
し
て
上
代
に
お
い
て
は

[
-
a
]
の
音
価
で
は
無

か
つ
た
と
み
て
よ
か
ら
う
｡
｢
-
a
]

説
は
､
円
仁
の
『
在
唐
記
』
に
そ
の
多
く

を
依
拠
し
て
を
り
､
そ
れ
が
円
仁
と
い
ふ
一
個
人
の
片
々
た
る
メ
モ
で
あ
る
こ
と

等
､
資
料
批
判
が
必
要
で
､
ま
た
時
代
的
に
も
平
安
期
と
下
る
も
の
で
あ
る
｡
上

代
に
お
い
て
は

[
-
a
]
説
は
顧
慮
し
な
く
て
よ
い
で
あ
ら
う
｡
た
だ
し
､
溝
田
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敦
氏
は
｢
明
ら
か
に
文
証
出
来
る
中
世
末
､
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
､

セ
､
ゼ
も
､
シ
､
ジ
と
共
に

〓
一
且
の
子
音
で
あ
っ
た
こ
と
と
､
現
代
東
京
語

な
ど
に
お
い
て
は
､
シ
､
ジ
さ
え
も
､
む
し
ろ

[
s
一
Z
]
へ
の
変
化
の
傾
向
に
あ

る
こ
と
と
を
結
び
つ
け
て
､
か
つ
て
､
或
る
時
期
に
お
い
て
は
､
サ
､
サ
行
音
の

す
べ
て
が
､
子
音
〓
一
旦
で
統
一
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
一
つ
の
仮
説
と
し
て
は

設
定
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
｣
と
し
､
こ
の
仮
説
は

｢
平
安
時
代
以
後
に

お
け
る
拗
音
成
立
の
過
程
を
説
明
､
解
釈
す
る
上
に
も
､
都
合
の
よ
い
も
の
と
思

わ
れ
る
｣
と
言
ふ
｡
こ
れ
も
後
代
の
音
価
例
に
拠
っ
た
見
解
で
あ
り
､
上
代
サ
音

頭
子
音
は
先
の
(
表
1
)
に
見
た
諸
説
か
ら
す
る
と

[
s
a
]
或
い
は
[
t
s
a
]

と
云
ふ
こ
と
に
な
ら
う
｡
[
s
a
]

か

[
t
s
a
]
か
は
今
判
断
を
下
し
え
な
い
が
仮

に
サ
の
音
価
が
[
t
s
a
]
で
あ
つ
た
と
し
て
も
､
こ
れ
は
サ
行
ア
段
の
拗
音
と
対

立
す
る
音
声
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
明
ら
か
で
､
当
時
の
サ
行
音
の
中
に
あ
つ
て
､

別
に
サ
行
ア
段
の
拗
音
仮
名
(
舎
)
が
存
在
し
得
た
と
見
る
こ
と
が
こ
こ
に
可
能

と
な
つ
て
く
る
の
で
あ
る
｡

九

結び

以
上
､
彿
足
石
歌
碑
歌
に
見
ら
れ
る
拗
音
仮
名
｢
舎
｣
の
考
究
を
中
心
に
据
ゑ
､

他
の
周
辺
用
例
を
考
究
し
て
き
た
｡
今
の
と
こ
ろ
､
上
代
に
お
け
る
拗
音
仮
名
の

確
例
は
こ
の
悌
足
石
歌
碑
歌
に
見
ら
れ
る
仮
名
｢
舎
｣
の
み
で
あ
る
が
､
時
代
を

下
げ
る
と
『
類
衆
古
集
』
や
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』
の
例
が
指
摘
出
来
た
｡
備
足

石
歌
碑
歌
の
｢
舎
｣
は
開
拗
音
仮
名
､
『
類
宋
古
集
』
や
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』

の

｢
火
｣
は
合
拗
音
仮
名
の
例
で
あ
つ
た
｡
そ
し
て
そ
れ
ら
を
支
へ
る
『
類
宋
名

義
抄
』
の
多
く
の
開
合
の
拗
音
仮
名
が
存
し
て
ゐ
た
｡
そ
の
『
類
衆
名
義
抄
』

の

梶
野
に
は
仮
名
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
至
ら
な
い
訓
点
本
の
類
音
字
注
記
が
数
多
く
存

在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
｡

∧
注
∨

(
1
)
拙
稿
｢
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』
損
傷
部
分
復
元
｣
(
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究

紀
要
第
二
九
巻
第
二
号
､
昭
和
五
十
三
年
三
月
)
｡

(
2
)
山
内
洋
一
郎
氏
｢
下
一
段
動
詞
｢
蹴
る
｣
に
つ
い
て
｣
(
笠
間
叢
書
『
国
語
学

史
論
叢
』
所
収
､
昭
和
五
十
七
年
九
月
)
｡

(
3
)
上
代
に
於
け
る
下
一
段
活
用
動
詞
｢
蹴
る
｣
の
存
在
(
即
ち
合
拗
音
k
w
e
r
∈

の
存
在
)
に
つ
い
て
は
早
く
に
､
濱
田
敦
氏
に
そ
の
指
摘
が
あ
る
｡

溝
田
敦
氏
『
古
代
日
本
語
』
(
古
文
化
叢
刊
2
4
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
)
｡

(
4
)
春
日
政
治
氏
｢
囲
語
資
料
と
し
て
の
訓
鮎
の
位
置
｣
及
び
同
氏
｢
聖
語
蔵
本

央
掘
魔
羅
経
の
字
音
注
｣
(
以
上
『
春
日
政
治
著
作
集
6
』
所
収
)
｡

(
5
)
.
築
島
裕
氏
『
平
安
時
代
語
新
論
』
昭
和
四
十
四
年
六
月
､
東
京
大
学
出
版
会
｡

(
6
)
佐
藤
喜
代
治
氏
編
『
国
語
学
要
説
｣
に
よ
る
｡

(
7
)
蔵
中
進
氏
『
上
代
日
本
語
音
韻
の
一
研
究
-
未
確
認
音
韻
へ
の
視
点
-
』

(神

戸
学
術
出
版
､
昭
和
五
十
年
三
月
)
｡

(
8
)
拙
稿
｢
彿
足
右
記
及
び
悌
足
石
歌
碑
の
用
字
｣
(
宮
地
裕
氏
編
『
論
集
日
本
語

研
究
二
･
歴
史
編
』
所
収
､
明
治
書
院
､
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
)
｡

(
9
)
大
野
透
氏
『
常
葉
仮
名
の
研
究
』
(
明
治
書
院
､
昭
和
三
十
七
年
九
月
)
｡

(10)

大
野
透
氏
『
積
萬
葉
仮
名
の
研
究
』
(
高
山
本
店
､
昭
和
五
十
二
年
三
月
)
｡

(11)

橋
本
進
吾
氏
｢
国
語
音
聾
史
｣
(
昭
和
七
年
)
同
博
士
著
作
集
第
六
冊
『
囲
語

音
韻
史
』
所
収
｡

(12)
有
坂
秀
世
史
｢
上
代
に
於
け
る
サ
行
の
頭
音
｣
(
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
十

一
年
一
月
号
)
(
同
氏
『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』
所
収
)
及
び
｢
奈
良
時
代
に

於
け
る
圃
語
の
音
韻
組
織
に
つ
い
て
(
第
三
篇
頭
音
論
)
｣
(
同
氏
『
上
代
音
韻

放』

所
収
)
｡

(13)

金
田
一
京
助
氏
『
国
語
音
韻
論
』
(
昭
和
十
三
年
五
月
)
｡

(14)

大
野
晋
氏
｢
常
葉
時
代
の
音
韻
｣
(
『
常
葉
集
大
成
』
第
六
巻
､
言
語
篇
､
所
収
)
｡
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(
ほ
)
馬
淵
和
夫
氏
｢
上
代
･
中
古
に
お
け
る
サ
行
頭
音
の
音
価
｣
(
『
国
語
と
国
文
学
』

昭
和
三
十
四
年
一
月
号
､
同
氏
F
日
本
韻
学
史
の
研
究
Ⅱ
』
に
改
稿
所
収
)
｡

(16)

亀
井
孝
氏
｢
す
ず
め
し
う
し
う
｣
(
『
成
践
国
文
｣
三
､
昭
和
四
十
五
年
三
月
)

同
氏
論
文
集
3
r
日
本
語
の
す
が
た
と
こ
こ
ろ
(
こ
』
所
収
｡

(
1
7
)
馬
淵
和
夫
氏
F
国
語
音
韻
整
(
笠
間
書
院
､
略
和
四
十
六
年
四
月
)
｡

(18)

山
田
実
氏
【
古
代
音
韻
の
比
較
研
究
』
(
桜
楓
社
､
昭
和
六
十
二
年
五
月
)
｡

(19)

奥
村
三
雄
氏
｢
古
代
の
音
韻
｣
(
講
座
国
語
史
2
F
音
韻
史
･
文
字
史
』
大
修

館
書
店
､
昭
和
四
十
七
年
九
月
)
｡

(20)

溝
田
敦
氏
｢
拗
音
｣
(
r
国
語
国
文
』
第
三
三
巻
第
五
号
､
昭
和
三
十
九
年
五
月
)
｡

附

吉

本
稿
を
な
す
に
あ
た
つ
て
､
犬
飼
守
薫
･
鈴
置
浩
一
･
佐
藤
隆
昭
､

及
び
本
学
の
東
辻
保
和
･
鏡
味
明
克
･
竹
村
牧
男
(
印
度
哲
学
)

の各

氏
か
ら
､
種
々
の
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
｡
記
し
て
謝
意
を
表

し
ま
す
｡

(
一
九
八
七
ニ
ー
･
三
)

(
追
記
付
注
)
本
稿
第
四
章
末
尾
に
未
見
の
旨
を
断
つ
た
小
林
芳
規
氏
の
論
考
｢
訓

点
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
沿
革
｣
(
東
洋
大
学
『
王
朝
文
学
』
第
九
号
)

を
そ
の
後
見
る
こ
と
が
出
来
た
｡
氏
の
引
用
例
は
広
汎
､
そ
の
分
析
は

精
緻
で
､
事
前
に
見
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
と
悔
や
ま
れ
る
｡
氏
の
論

考
は
類
音
字
表
記
の
用
字
史
上
の
位
置
付
け
に
あ
り
､
本
稿
第
三
･
四

章
に
多
く
関
は
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
全
体
と
し
て
我
が
論
旨
に
抵
触

す
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
｡
氏
の
有
益
な
論
考
の
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に

記
す
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
｡

四


